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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

道 路 橋 り ょ う 街路灯管理費 45,478,285円 ＬＥＤ化された灯具の維持管

総 務 費 理を行ったことにより、夜間の

51,015,119 ＬＥＤ化街路灯数 N=10,451灯（令和６年度末時点） 防犯と交通事故防止に努めた。

新設街路灯数 N=136灯

既設灯具取替 N= 18灯

土 木 維 持 費 道路維持補修費 180,854,329円 道路法上の認定市道のほか、

831,190,519 市が管理する法定外道路の維持

〇土木施設維持作業業務委託 172,904,560円 管理を行うことにより、安全・

認定市道実延長 L=461,430.10m 安心な通行の確保が図られた。

（内訳）

むつ地区 L=252,700.56m

川内地区 L= 87,317.13m

大畑地区 L= 83,153.06m

脇野沢地区 L= 38,259.35m

除排雪経費 489,698,917円 除雪期間中の道路除雪作業を

行うことにより、安全な通行の

〇除排雪委託 418,317,438円 確保が図られた。

除雪期間 令和６年11月15日～令和７年３月31日

除雪路線 N=2,816路線、L=521.7㎞

私道等整備補助金 9,810,000円 補助金の交付による私道等の

補修が行われたことにより、良

○宇曽利川町内会 900,000円 好な住環境の実現に寄与した。

側溝補修 L=4.6m

○栗山町内会 2,475,000円

舗装新設 L=52.0m

○槌川目町内会 6,435,000円

舗装新設 L=309.8m
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

土 木 維 持 費 市道等維持事業 96,206,000円 劣化した舗装や側溝の修繕を

（続き） 行うことにより、地域の環境改

○山田２号線舗装復旧業務委託 7,150,000円 善及び道路の安全性や快適性の

施工延長L=160.0m、舗装復旧A=960㎡ 向上が図られた。

○柳町二丁目地区道路整備工事 16,357,000円

施工延長L=102.9m、舗装工A=239㎡、排水構造物工L=189m

○川内54号線舗装補修工事 11,176,000円

施工延長L=367.8m、舗装工A=1,040㎡、排水構造物工L=32m

○大室平線舗装補修工事（１工区） 5,346,000円

施工延長L=270.7m、舗装工A=1,170㎡

○大室平線舗装補修工事（２工区） 6,886,000円

施工延長L=367.0m、舗装工A=1,460㎡

○交通安全施設設置工事 3,883,000円

施工延長L=6.77km、区画線工N=1式

○旭町９号線道路整備工事 3,454,000円

施工延長L=34.0m、舗装工A=29㎡、排水構造物工L=58m

○ひまわり団地１号線側溝整備工事 12,144,000円

施工延長L=129.0m、舗装工A=122㎡、排水構造物工L=193m

○上川町地区道路整備工事 12,210,000円

施工延長L=60.0m、舗装工A=251㎡、排水構造物工L=138m

○山田町地区道路整備工事 12,804,000円

施工延長L=129.5m、舗装工A=419㎡、排水構造物工L=48m

○女舘地区側溝整備工事 4,389,000円

施工延長L=64.6m、舗装工A=43㎡、排水構造物工L=64m

除雪機購入事業 32,776,740円 除雪機械を更新したことによ

り、除雪作業の安全性と効率性

［令和６年度］ 23,430,000円 の向上が図られた。

除雪ドーザ14ｔ級 N=１台

［令和５年度繰越明許］ 9,346,740円

除雪ドーザ５ｔ級 N=１台
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

道 路 新 設 道路整備事業 67,315,400円 国の交付金を活用して道路整

改 良 費 備等を行うことにより、地域の

345,472,400 ［令和６年度］ 8,780,400円 環境改善及び道路の安全性や快

適性の向上が図られた。

〇中荒川・中山線道路整備工事 7,920,000円

施工延長L=60.0m、舗装工A=252㎡、排水構造物工L=61m

［令和５年度繰越明許］ 58,535,000円

○浜通線融雪溝整備工事 58,535,000円

施工延長L=582.8m、舗装工A=1,880㎡、排水構造物工L=865m

橋梁長寿命化修繕事業 96,371,000円 老朽化が著しい橋梁の更新や

修繕により、安全・安心な住環

［令和６年度］ 75,845,000円 境の確保及び健全な道路ネット

ワークの維持が図られた。

〇橋梁長寿命化修繕計画修正業務委託 11,737,000円

橋梁長寿命化修繕計画策定N=１式、地質調査N=２橋

〇仮団地橋設計業務委託 36,300,000円

道路設計N=１式、橋梁撤去設計N=１式、橋梁設計N=１式

〇仮団地橋調査業務委託 6,160,000円

地質調査N=６箇所、解析等調査N=１式

〇霞城橋修繕工事 20,944,000円

橋梁床版工N=１式、橋梁付属物工N=１式、橋梁補修工N=１式

［令和５年度繰越明許］ 20,526,000円

○九艘泊２号橋外１補修設計業務委託 10,362,000円

橋梁調査・設計N=２橋

○上野横断歩道橋補修設計業務委託 10,164,000円

橋梁調査・設計N=１橋

舗装長寿命化修繕事業 181,786,000円 市道の計画的な修繕を進める

ことにより、舗装の長寿命化を

〇山田１号線舗装補修工事 46,959,000円 図りつつ、道路の安全性や快適

施工延長L=430.0m、舗装工A=3,360㎡、区画線工L=1,383m 性の確保が図られた。

〇西町線舗装補修工事 37,774,000円

施工延長L=816.4m、舗装工A=4,850㎡、区画線工L=2,210m

〇土手内線舗装補修工事 97,053,000円

施工延長L=972.0m、舗装工A=6,850㎡、区画線工L=1,948m
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

河 川 総 務 費 急傾斜地整備事業負担金 21,000,000円 急傾斜の整備により、周辺住

28,776,457 民の安全性の向上が図られた。

○急傾斜地崩壊対策総合流域防災事業負担金

桧川地区 4,000,000円

〇特定土砂災害対策推進事業負担金

柳町地区 4,000,000円

孫次郎間地区 4,000,000円

茶水地区 2,000,000円

〇県費単独急傾斜地対策事業負担金

釣屋浜１号地区 3,000,000円

新井田地区 4,000,000円

河 川 改 修 費 水路整備事業 7,768,275円 河川や水路の整備等により、

22,511,465 周辺住民の安全性の向上が図ら

○三本松川河川復旧業務委託 2,101,000円 れた。

コンクリートブロック引上げ・再設置N=20個

〇西又沢河川復旧業務委託 1,111,000円

倒木処理N=１式、堆積土砂掘削N=１式

○芋田川護岸復旧工事 803,000円

玉石ネット設置工N=３袋

○横迎町二丁目地区水路整備工事 2,981,000円

施工延長L=45.2m、排水構造物工L=44m

雨水対策事業 6,922,190円 台風や大雨による浸水被害の

軽減や冠水時の応急対策に向け

○土のうステーション購入 1,335,400円 た機材の整備により、安全・安

設置場所：本庁舎１基、川内庁舎１基、大畑庁舎１基、 心で暮らしやすいまちづくりの

脇野沢庁舎１基、大畑地区町内会２基 推進が図られた。

〇排水ポンプ購入 5,586,790円

保管場所：むつ消防署１基、大畑消防署１基

盛土緊急対策事業 7,821,000円 人家や公共施設等に被害を及

ぼす恐れのある盛土の崩落防止

○盛土緊急対策実施設計調査業務委託 7,821,000円 対策を行うことにより、地域の

三本松川護岸設計N=１式、用地調査N=１式 安全確保が図られた。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 園 管 理 費 都市公園ストック再編事業 41,843,700円 公園の配置や機能の再編によ

66,714,258 り、公園の利用促進と維持管理

［令和６年度］ 2,519,000円 コストの削減を図った。

○公園遊具撤去工事費（都市公園遊具撤去工事）

新町児童公園（撤去：雲梯、砂場）

上町児童公園（撤去：鉄棒、ジャングルジム、石の山、砂場）

文京児童公園（撤去：プレイウォール、砂場）

横迎町児童公園（撤去：プレイウォール、砂場）

［令和５年度繰越明許］ 39,324,700円

〇公園改修工事（宇田児童公園公衆トイレ新築工事）

公衆便所新築 N=１棟

〇公園改修工事（宇田児童公園改修工事）

造成等公園基盤整備 N=１式

高木植栽 N=２本

張芝工 A=10㎡

アスファルト舗装工 A=172㎡

インターロッキング舗装工 A=598㎡

階段工 N=１箇所

ベンチ等公園施設 N=７基

柵工 L=69m

給排水施設及び電気設備 N=１式

公園施設撤去工 N=５基

駅前広場管理費 駅前広場管理費 17,347,000円 下北駅前広場駐車場の拡張に

22,301,085 より、JR大湊線の利用促進及び

〇駐車場整備工事（下北駅前広場駐車場整備工事） 利便性の向上を図った。

駐車場拡張 N=28台

排水構造物工 L=40m

雨水桝設置工 N=１基

舗装工 A=612㎡

区画線工（実線） L=36.7m

区画線工（ゼブラ） L=128.6m

照明設備工（照明灯） N=１基

サイン設置工 N=１基

車止め工 N=１基

コ ン パ ク ト コンパクトシティ推進整備事業 市民や団体が実施する活動を

シ テ ィ 推 進 費 支援し、住みたいと思えるまち

224,984,747 〇負担金補助及び交付金 1,488,000円 づくりの推進を図った。

補助金・負担金 ４団体
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

コ ン パ ク ト 金谷都市拠点地区都市構造再編集中支援事業 132,604,282円 周辺施設との一体的空間の形

シ テ ィ 推 進 費 成による多様なにぎわいとコミ

（続き） ［令和６年度］ 85,403,687円 ュニティの創出を図る。

○金谷公園改修工事（金谷公園広場整備工事【その２】） また、低未利用地を活用した

広場整備 A=1,322.6㎡ 公園区域の拡充により、まちの

○金谷公園改修工事（金谷公園広場整備工事【その３】） 回遊性向上と歩行者ネットワー

広場整備 A=130㎡ クの強化を図る。

○金谷都市拠点地区通信設備設置工事

Wi-Fiアンテナ N=２台

［令和５年度繰越明許］ 47,200,595円

○金谷公園改修工事（金谷公園遊具設置工事）

遊具設置 N=４基

○土地購入費

金谷公園整備用地 N=２筆

○物件移転等補償金

金谷公園整備用地 N=１件

昭和町地区交通安全対策事業 59,014,465円 市道西町線の歩道整備を行う

ことで、「安全・安心で暮らし

［令和６年度］ 55,014,465円 やすく歩きたくなるまち」の実

〇用地調査等業務委託料 現を図った。

市道西町線歩道整備用地調査 N=１式

〇歩道整備工事（西町線歩道整備工事）

歩道整備 L=158.2m

〇土地購入費

市道西町線歩道整備用地 N=11筆

〇物件移転等補償金

市道西町線歩道整備移転補償 N=23件

［令和５年度繰越明許］ 4,000,000円

〇物件移転等補償金

市道西町線歩道整備移転補償 N=１件

田名部まちなか地区都市構造再編集中支援事業 29,524,000円 むつ松木屋から田名部神社ま

での区間で、官民連携による魅

［令和５年度繰越明許］ 29,524,000円 力ある公共空間の創出し、まち

〇田名部まちなか地区歩行空間整備工事 の回遊性向上や新たなにぎわい

歩行空間整備 A=246㎡ の創出を図った。

住 宅 管 理 費 市営住宅改修事業 53,325,704円 敷地内のフェンスや屋根の改

53,325,704 修工事を実施し、住環境の改善

○川守町団地転落防止フェンス改修工事 20,130,000円 と向上を図った。

施行延長 L=298m

○第一初見団地屋根改修工事 15,752,000円

12棟12戸
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

市営住宅建設費 田名部まちなか住宅整備事業 97,531,029円 老朽化した市営住宅の解体に

97,531,029 より、管理戸数の適正化が図ら

○第二期 集約建替対象団地解体工事 58,586,000円 れた。

桜木町団地 ４棟22戸

○第三期 解体工事設計業務委託 3,828,000円

桜木町東団地 13棟13戸
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８．消防部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

常 備 消 防 費 下北地域広域行政事務組合常備消防費負担金 火災発生件数 16件(16件)

1,809,109,000 むつ消防署 9件( 9件)

・消防本部費負担金 221,174,000円 川内消防分署 2件( 3件)

・署費負担金 1,418,999,000円 脇野沢消防分署 0件( 0件)

・公債費市負担分 104,284,000円 大畑消防署 3件( 3件)

大湊消防署 2件( 1件)

【参考】署費の決算概要
（単位：円）

救急出動件数 2,582件

む つ 消 防 署 474,033,000 （2,797件）

むつ消防署 1,374件

川 内 消 防 分 署 216,355,000 (1,455件)

川内消防分署 191件

脇 野 沢 消 防 分 署 183,190,000 ( 271件)

脇野沢消防分署 148件

大 畑 消 防 署 269,289,000 ( 133件)

大畑消防署 339件

大 湊 消 防 署 276,132,000 ( 357件)

大湊消防署 530件

計 1,418,999,000 ( 581件)

※（ ）内は、前年度

常備消防費・ハード事業 老朽化した両消防分署庁舎の

計画的な建設につながった。

【むつ消防署水槽付ポンプ自動車整備事業及び訓練塔主塔解体撤去

事業】 16,968,000円 大湊消防署水槽付ポンプ自動

老朽化したむつ消防署水槽付ポンプ自動車を更新した。 車は艤装元となる車両がシャシ

老朽化したむつ消防署訓練塔主塔の解体撤去に係る実施設計を業 保安基準の改正に対応するため

務委託により実施した。 のモデルチェンジが決定したこ

とにより、納期延長となり納車

【大湊消防署水槽付ポンプ自動車整備事業】 9,563,000円 には至らなかった。

老朽化した大湊消防署小型動力ポンプ付水槽車を更新する。

※令和６年度予算を令和７年度に繰越

【川内、脇野沢庁舎建設事業】 38,121,000円

両消防分署庁舎建設工事に着工し、令和８年度中の工事完成、供

用開始を予定している。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

非 常 備 消 防 費 下北地域広域行政事務組合非常備消防事務委託料 火災発生件数 16件

100,587,000 （16件）

・むつ市消防団事務委託料 100,587,000円 団員延出動人員数 5,882人

むつ消防団 2,460人

む つ 非 常 備 60,084,000円 (1,834人)

川内消防団 1,240人

川 内 非 常 備 15,859,000円 (1,163人)

大畑消防団 1,567人

大 畑 非 常 備 14,706,000円 (1,290人)

脇野沢消防団 615人

脇 野 沢 非 常 備 9,938,000円 ( 487人)

※（ ）内は、前年度

計 100,587,000円

【参考】火災件数及び救急出動件数等

区 分 令和６年度 令和５年度 増 減

建 物 火 災 7 件 11 件 ▲4 件

火

林 野 火 災 0 件 1 件 ▲1 件

災

車 両 火 災 3 件 0 件 3 件

件

そ の 他 火 災 6 件 4 件 2 件

数

計 16 件 16 件 0 件

全 焼 4 件 8 件 ▲4 件

り

半 焼 1 件 0 件 1 件

部 分 焼 3 件 6 件 ▲3 件

災

ぼ や 3 件 5 件 ▲2 件

計 11 件 19 件 ▲8 件

件

建物焼損床面積 1,056 ㎡ 1,195 ㎡ ▲139 ㎡

死 者 0 人 2 人 ▲2 人

数

負 傷 者 1 人 3 人 ▲2 人

建 物 44,337 千円 36,585 千円 7,752 千円

損

林 野 0 千円 122 千円 ▲122 千円

害 車 両 2,560 千円 0 千円 2,560 千円

そ の 他 44 千円 0 千円 44 千円

額

計 46,941 千円 36,707 千円 10,234 千円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

非 常 備 消 防 費 救急出動件数
（単位：件）

（続き）

令和６年度 令和５年度

種 別

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

急 病 1,303 378 274 1,955 1,389 433 278 2,100

交通事故 71 40 16 127 68 39 22 129

一般負傷 213 66 30 309 233 70 40 343

火 災 29 0 0 29 35 3 0 38

水 難 6 2 1 9 2 2 0 4

労働災害 7 5 1 13 5 4 0 9

運動競技 4 2 2 8 3 1 1 5

加 害 3 1 1 5 6 0 0 6

自損行為 13 11 2 26 17 5 2 24

転 院 61 11 8 80 82 15 13 110

そ の 他 3 14 4 21 19 9 1 29

計 1,713 530 339 2,582 1,859 581 357 2,797

※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。

災害出動件数
（単位：件）

令和６年度 令和５年度

種 別

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

救 助 53 13 8 74 67 14 8 89

捜 索 4 3 2 9 2 0 1 3

自然災害 0 0 0 0 5 0 1 6

調査・

警戒等
118 86 48 252 97 86 18 201

計 175 102 58 335 171 100 28 299

※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

防 災 対 策 費 まるごとまちごとハザードマップ事業 7,161,000円 市内各所の電柱に設置するこ

286,151,385 とで、津波への注意喚起と早期

市内における津波浸水想定区域内の電柱（むつ、川内、脇野沢地 避難の周知を図った。

区の電柱150本）に浸水の高さを示す標識及び水位表示テープを設

置した。

情報伝達手段整備事業 202,343,000円 事業が完了し稼働に至り、ク

リアな音質で情報を発信するこ

・防災情報伝達手段整備施工監理業務委託料 5,830,000円 とが可能となった。

・防災情報伝達手段整備工事費 196,513,000円

使用期限を迎える既存のアナログ式防災行政無線について、新た

な情報伝達手段としての整備を行った。工事内容の一部変更に伴い

工期が令和６年12月まで延長となっていたが、期限内に工事が完了

した。

緊急避難場所表示看板設置事業 1,320,000円

市内の指定緊急避難場所・指定避難所の表示看板について、経年 英語併記や夜間視認性の確保

劣化や制度改正、国のピクトグラム標準化に対応し、市民にとって を図ったことで、視認性と情報

より見やすく分かりやすい表示へと内容を改め、150か所のうち30 伝達力が向上した。

か所を更新した。

防災士育成事業 18,000円

防災士の資格取得に係る費用を助成することで、地域の防災リー 微増ではあるが防災士の拡充

ダーとして大きな役割を担う防災士の拡充、有資格者へのスキルア に繋がり、特に自主防災組織内

ップ体制の構築、防災士の育成を推進し、地域の防災力・減災力の で防災士資格の認知度が向上し

向上を図った。 た。

消防施設整備費 消防団車両整備事業 16,752,500円 老朽化が著しい車両を更新す

16,844,460 ることで、消防力の維持を図っ

導入から30年以上経過し、経年劣化が顕著であるむつ消防団第1 た。

分団の消防ポンプ自動車を更新した。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

義 務 教 育 外国語指導助手配置事業 小学校５・６年、中学校の外

振 興 費 国語及び３・４年の外国語活動

247,080,473 において外国語指導助手の有効

氏 名 期 間 学校訪問日数 な活用が図られた。

ヒックマン ショーン R6.7～R7.3 141日

アリ ノア R6.7～R7.3 133日

ミュラーヘッド マイルズ R6.8～R7.3 128日

ビークロフト マイケル R6.7～R7.3 142日

エンドウ ケレチ R6.4～R7.3 211日

マイナーズ ウィリアム R6.4～R6.7 66日

ブラックウェル ショーン R6.4～R6.7 64日

ブラノック ジャック R6.4～R6.7 61日

レーマン サミュエル R6.4～R6.7 68日

スクールサポーター配置事業 スクールサポーターの配置に

より、特別な教育的配慮が必要

小・中学校の通常学級並びに特別支援学級に在籍する多動傾向や な児童生徒の支援が可能となり、

要介助など、特別な配慮を必要とする児童生徒の学校生活を支援し 効果的な教育活動が行われた。

た。

令和５年度 令和６年度

区 分

学校数 人 数 学校数 人 数

小学校 8校 26人 8校 27人

中学校 3校 7人 4校 9人

計 11校 33人 12校 36人

むつ市子ども夢育成基金 東北又は全国規模の各種大会

への参加に対する補助を行うこ

とで、むつ市内のこどもたちの

補助事業等 補助金額 備 考 夢をはぐくみ、未来の可能性を

支援することができた。

文化・芸能活動大会派遣補助 1,861,300円 5件 また、基金の趣旨に御賛同い

ただいた企業等から寄附を受け

スポーツ活動大会派遣補助 6,987,800円 78件 ることができた。

計 8,849,100円 83件
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

義 務 教 育 児童生徒の高い志をはぐくむ支援事業 4,172,758円 各校がそれぞれの事業計画に

振 興 費 基づき、学習に関わる物品の購

（続き） 入や環境整備、校外学習、鑑賞

学校名 事業名 教室など、児童生徒の将来につ

ながる活動を充実させることが

川内小・中学校
Society5.0を力強く生き抜くためのスキ できた。

ルアップチャレンジ事業

大畑中学校 大畑中学校学力向上プラン

むつ中学校
むつ中生みんなで応援・おもてなしボラ

ンティア

近川中学校 英語コミュニケーション力育成事業

田名部中学校 高い志をはぐくむキャリア教育推進事業

第三田名部小学校 夢に挑戦 Try My Best事業

奥内小学校
夢に向かって、すすんで学ぼう！ふるさ

とへ出かけよう！応援事業

大畑小学校
デジタルとアナログを融合させた、表現

力を高める実践事業

ジュニア大使派遣事業 12,253,194円 ジュニア大使10人は、市内中

学生の代表という自覚をもって

むつ市内の中学生をアメリカ合衆国ポートエンジェルス市に派遣 活動に取り組み、帰国後も周囲

し、姉妹都市交流の充実を目指すとともに、次代を担う人材の育成 に「伝える」という使命を果た

を図った。 そうとする姿や、英語学習を一

層頑張ろうとする姿が見られ

実施日：令和７年１月４日～１月11日（７泊８日） た。

参加者：団長１人、引率１人、中学生10人

ＩＣＴ教育推進事業 53,435,000円 「自動採点機能ソフト」は、

教員の働き方改革にもつながる

むつ市学校教育プラン推進の柱の一つである「ＩＣＴを活用した 教材であり、各種定期テスト等

教育活動の充実」に資するため、教育活動に活用できる資料の提供 で効果的に活用することができ

やＩＣＴ機器または教材を配備した。 た。

また、タブレット端末を使用

・自動採点機能ソフト配備：田名部中学校 した学習機会が増加したが、

・情報モラル教材配備：田名部中学校、むつ中学校、 「情報モラル教材」を活用する

大平中学校、第二田名部小学校、 ことで、児童生徒に対して効果

第三田名部小学校 的に指導することができた。

・電子黒板配備：33台

・大型ディスプレイ配備：59台

・サイネージ配備：16台
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

義 務 教 育 むつ市特別非常勤講師配置事業 3,263,253円 配置校を対象としたアンケー

振 興 費 トを実施したところ、教材研究

（続き） 市内小・中学校へ特別非常勤講師を配置し、教科の全部又は一部 の時間が増えたと評価する教員

を担当させる事によって、教職員に充実した授業づくりや学校づく の割合が73.1％、働き方改革に

りに専念できる時間を創出し、児童生徒の学力向上と教員の働き方 つながると回答した教員の割合

改革の円滑化を図る。 が92.5％と現場の教員は効果を

感じている。

配置校：第二田名部小学校（英語）、大平小学校（家庭科）、

苫生小学校（算数）、むつ中学校（美術）、

大湊中学校（美術）

教 育 研 修 教育相談 来室相談により、相談員が受

セ ン タ ー 費 容的に関わることで、こども、

35,153,514 教育相談来室状況（延べ件数） 保護者それぞれが“わかっても

らえた”という心の安心感につ

区 分 令和５年度 令和６年度 増 減 ながった。また、適応指導教室

において、集団活動等への適応

全 体 850件 1,582件 732件 指導を行った結果、学校復帰に

つながったり、他者とよりよく

適応指導 747件 1,265件 518件 関わろうとする態度が身につい

たりした。

来室相談 53件 207件 154件 さらに､“教育相談室に通って

みよう”、“もう少し学校で

電話相談 6件 55件 49件 頑張ってみよう”という一歩を

踏み出す勇気を持つことにもつ

メール相談 44件 55件 11件 ながった。

各種研修講座 教員の資質向上に資するため、

弘前大学教育学部との連携強化

を図るとともに、学校現場のニ

区 分 令和５年度 令和６年度 増 減 ーズに応える研修講座の開設に

努め、開設講座の精選と講座内

講座回数 14講座 12講座 ▲2講座 容の充実を図ってきた。

延べ351人の受講者が参加し、

受講者数 345人 351人 6人 各講座の内容に関する受講者の

評価は概ね良好であった。

内 市内 265人 266人 1人

訳 郡内 80人 85人 5人

「新しい学びの場」検証事業 メタバース教育相談室の申込

は43人あり、うち19人が参加

不登校及び不登校傾向の児童生徒に対して、学びの場の保障や支 （44％）した。

援を行うため、メタバースを活用した新しい学びの場を提供するこ 本事業後、再登校や教育支援

とが有効であるかどうかを検証した。 センターとつながった児童生徒

が複数名おり、一歩を踏み出す

令和６年10月～12月の３か月間、１日２コマのオンライン授業を 勇気を持つことにもつながっ

週２日提供した。 た。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 務 管 理 費 要保護・準要保護援助費 38,378,621円 経済的な理由によって、就学

251,696,111 困難な要保護・準要保護児童生

徒に対して学用品費等を給付し

就学の奨励を図った。

【小学校】
（単位：人、円）

要 保 護 準 要 保 護 合 計 うち 被災児童分

項 目

人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額

学 用 品 費 212 3,083,153 212 3,083,153 0 0

新入学学用品費 33 1,320,000 33 1,320,000 0 0

修学旅行費 4 239,000 45 2,640,309 49 2,879,309 0 0

校外活動費 41 190,122 41 190,122 0 0

給 食 費 212 13,446,934 212 13,446,934 0 0

実人数／合計額 4 239,000 212 20,680,518 216 20,919,518 0 0

【中学校】
（単位：人、円）

要 保 護 準 要 保 護 合 計 うち 被災生徒分

項 目

人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額

学 用 品 費 117 2,922,163 117 2,922,163 0 0

新入学学用品費 49 2,254,000 49 2,254,000 0 0

修学旅行費 7 658,500 36 3,578,435 43 4,236,935 0 0

校外活動費 19 418,000 19 418,000 0 0

給 食 費 115 7,628,005 115 7,628,005 0 0

実人数／合計額 7 658,500 117 16,800,603 124 17,459,103 0 0

【参 考】
（単位：人、％）

区 分 在籍児童生徒数 学用品費給付 給 付 率

(5月1日現在) Ａ 児童生徒数 Ｂ Ｂ/Ａ×100

小学校 2,196 212 9.65

中学校 1,223 117 9.57

合 計 3,419 329 9.62
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 務 管 理 費 小学校

（続き）

○学級・児童数の推移

（単位：人）

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度

学 級 数 132 129 131

男 1,261 1,167 1,111

児童数

女 1,140 1,100 1,085

（人）

計 2,401 2,267 2,196

○児童数の学年別内訳

（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 合 計

令和４年度 378 355 396 419 390 463 2,401

令和５年度 347 372 350 390 415 393 2,267

令和６年度 344 344 365 345 384 414 2,196

中学校

○学級・生徒数の推移

（単位：人）

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度

学 級 数 64 65 63

男 630 666 642

生徒数

女 613 611 581

（人）

計 1,243 1,277 1,223

○生徒数の学年別内訳

（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 合 計

令和４年度 385 442 416 1,243

令和５年度 453 386 438 1,277

令和６年度 390 450 383 1,223
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 務 管 理 費 奨学金貸付事業 79,938,746円 むつ市奨学金は、当市の人材

（続き） 育成のために、市内に居住する

○貸付金
（単位：人、円）

子弟で勉学に励もうとする志の

高い者に対し、修学上必要な学

区 分 貸与者数 貸 与 額 費の一部として貸与している。

継続貸与者 4 720,000

高 校 生

新規貸与者 3 540,000

継続貸与者 63 21,570,000

大学生等

新規貸与者 31 11,160,000

合 計 101 33,990,000

○奨学生選考委員会 委員報酬・旅費 54,898円

○育英基金積立金 45,893,848円

積立金内訳

・奨学金貸付金元金収入 44,882,650円

・緊急支援金貸付金元金収入 1,005,000円

・寄附金 0円

・預金利息 1,387円

・繰替運用利息 4,811円

学校給食費無償化事業 104,270,335円 物価高騰対策として小中学校

それぞれの給食費の補助単価の

◯学校給食費無償化補助金 104,207,830円 値上げを検討し、十分な給食を

補助金内訳 提供した。

・小学校 65,987,719円

・中学校 38,220,111円

◯弁当代替者補助金 62,505円 食物アレルギー等の事情で給

補助金内訳 食の提供を受けることができな

・小学校 27,930円 いこどもがいる家庭に保護者が

・中学校 34,575円 弁当対応する経費を補助した。

校務支援システム導入事業 14,555,420円 令和７年度からの本格運用に

向けて研修の実施や操作に慣れ

教職員の働き方改革の取組として、市内全小中学校に校務支援シ るための期間を設けるといった

ステムを導入した。 準備を進めることができた。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

小 学 校 管 理 費 スクールバス運行管理事業 40,637,942円 輸送時の事故はなく、安全

646,153,220 な輸送を行うことができた。今

○通学者輸送業務委託料 計 38,878,972円 後も児童生徒の安全を第一に考

関根地区運行委託料 8,945,640円 えた安全な輸送に努める。

奥内地区運行委託料 16,852,000円 合計対象人数：56人

大湊地区運行委託料 13,081,332円

○運行状況

関根地区（220日以下の運行）

（下正津川～烏沢～川代～関根小）

運行便数：朝１便、帰り３便 利用者数：27人

奥内地区（260日以下の運行）

①大室平線（大室平～金谷沢～奥内小～近川中）

運行便数：朝１便、帰り２便 利用者数：８人

②中野沢線（中野沢～近川中～奥内小）

運行便数：朝１便、帰り２便 利用者数：３人

大湊地区（280日以下の運行）

（大川目～角違～城ヶ沢～大湊中～大湊小）

運行便数：朝１便、帰り４便 利用者数：18人

○修繕料 277,860円

○スクールバス保険料 11,530円

○行事運行バス借上料 1,457,280円

○スクールバス重量税 12,300円

ＧＩＧＡスクール端末等整備事業 15,821,520円 ＧＩＧＡスクール構想におけ

る児童１人１台端末の更新をした。

ＧＩＧＡスクール構想により整備した端末の更新を行った。

小学校第１学年のタブレットを予備機含め260台更新した。

校務用パソコン等更新事業 7,744,000円 経年劣化した校務用パソコン

の更新により、教職員の業務の

平成29年度、平成30年度に購入した校務用パソコンを更新した。 効率化を図った。

小学校 60台 中学校 50台 合計 110台

小学校整備事業 31,229,000円 工事により不具合箇所が解消

され、児童の学習・生活環境の

○市立第二田名部小学校オイルタンク改修工事 10,813,000円 向上が図られた。

地下オイルタンクが設置から50年を経過している事による施設

の廃止及び地上オイルタンクの新設工事を実施

実施設計業務委託料 1,320,000円

工事請負費 9,493,000円

○市立第一田名部小学校駐車場整備工事 20,416,000円

駐車場がないことから、グラウンド前に駐車している状況を改

善するためにプール跡地に駐車場整備工事を実施

工事請負費 20,416,000円

-123-



事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

小 学 校 管 理 費 小学校冷房設備整備事業 152,899,340円 エアコンの整備により、夏場

（続き） の児童の学習・生活環境の向上

○教室等用ルームエアコン購入 が図られた。

夏場の教育環境に対応した冷房設備（エアコン）購入及び冷房

設備に対応したコンセントも整備

【整備内訳】

一田小 38台 二田小 34台 三田小 39台 苫生小 42台

奥内小 15台 関根小 16台 大湊小 23台 川内小 17台

脇野沢小 ９台 合計 233台

備品購入費 137,455,340円

一部の学校では電源の増設が必要なため、増設工事の間、簡易

な冷房設備（ポータブルクーラー）を購入

【整備内訳】

一田小 32台 二田小 33台 苫生小 22台 大平小 41台

大畑小 ４台 正津川小 11台 合計 143台

備品購入費 15,444,000円

小学校環境整備事業 83,112,000円 トイレの洋式化により快適な

教育環境が確保され、児童の学

○市立小学校トイレ改修工事 習・生活環境の向上が図られ

少ない洋式トイレに利用が集中していることから、快適な教育 た。

環境確保のため和式トイレを洋式に整備

【整備内訳】

第一田名部小学校 6,950,000円

第二田名部小学校 10,910,000円

大平小学校 16,104,000円

苫生小学校 49,148,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

中 学 校 管 理 費 スクールバス運行管理事業 66,639,100円 輸送時の事故はなく、安全な

540,006,982 輸送を行うことができた。今後

○通学者輸送業務委託料 計 65,449,560円 も児童生徒の安全を第一に考え

川内地区運行委託料 31,350,000円 た安全な輸送に努める。

大畑地区運行委託料 22,813,560円 合計対象人数：89人

脇野沢地区運行委託 11,286,000円

○運行状況

川内地区（280日以下の運行）

①戸沢線（戸沢～田野沢～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：12人

②蛎崎線（蛎崎～宿野部～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：28人

③湯野川線（湯野川～安部城～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：３人

大畑地区（250日以下の運行）

①小目名線（小目名～関根橋～正津川～大畑小～大畑中）

運行便数：朝１便、帰り４便

利用者数：25人

②二枚橋線（赤川～大畑小～大畑中）

行便数：朝１便、帰り４便

利用者数：14人

脇野沢地区（230日以下の運行）

①源藤城線（源藤城～滝山～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：３人

②小沢線（小沢～稲平～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：４人

○スクールバス安全装置設置業務委託料 82,500円

○行事運行バス借上料 1,024,650円

○スクールバス保険料 34,590円

○スクールバス重量税 47,800円

中学校整備事業 工事により不具合箇所が解消

され、生徒の学習・生活環境の

○市立田名部中学校駐輪場設置工事 23,243,000円 向上が図られた。

駐輪用のラックがないため、強風時には自転車が転倒し、破損

が発生していることから、駐輪場の新設工事を実施

工事請負費 23,243,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

中 学 校 管 理 費 中学校冷房設備整備事業 95,921,760円 エアコンの整備により、夏場

（続き） の生徒の学習・生活環境の向上

○教室等用ルームエアコン購入 が図られた。

夏場の教育環境に対応した冷房設備（エアコン）購入及び冷房

設備に対応したコンセントも整備

【整備内訳】

田名部中 44台 むつ中 25台 大湊中 16台 関根中 ３台

近川中 11台 川内中 18台 大畑中 19台 脇野沢中 ６台

合計 142台

備品購入費 86,867,660円

一部の学校では電源の増設が必要なため、増設工事の間、簡易

な冷房設備（ポータブル及びウインドクーラー）を購入

【整備内訳】

田名部中 48台 むつ中 24台 大平中 27台 大湊中 16台

合計 115台

備品購入費 9,054,100円

中学校環境整備事業 105,093,000円 トイレの洋式化により快適な

教育環境が確保され、児童の学

○市立中学校トイレ改修工事 習・生活環境の向上が図られ

少ない洋式トイレに利用が集中していることから、快適な教育 た。

環境確保のため和式トイレを洋式に整備

【整備内訳】

むつ中学校 17,000,000円

大平中学校 14,690,000円

田名部中学校 73,403,000円

校務用パソコン等更新事業 6,453,700円 経年劣化した校務用パソコン

の更新により、教職員の業務の

平成29年度、平成30年度に購入した校務用パソコンを更新した。 効率化を図った。

小学校 60台 中学校 50台 合計 110台
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 １ 青少年教育事業 かきぞめ大会を通して、市内

120,823,050 小・中学生が筆に親しむ機会を

Ⅰ 中央公民館 （１）第55回むつ市かきぞめ大会（対象：市内小中学生） 設け、日本の伝統文化の普及を

・展 覧 会：令和７年１月18日～26日（中央公民館） 図った。

入場者数：422人

・むつ会場（場所：中央公民館）

開催期日：令和７年１月11日

参加者数：54人（小学生39人・中学生15人）

・川内会場（場所：川内公民館）

開催期日：令和７年１月10日

参加者数：２人（小学生２人）

・大畑会場（場所：大畑公民館）

開催期間：令和７年１月11日

参加者数：10人（小学生９人・中学生１人）

・脇野沢会場（場所：脇野沢公民館）

開催期間：令和７年１月９日

参加者数：５人（小学生３人・中学生２人）

展示数 特 選 準特選 入選

71点 10点 14点 25点

（２）こどもゼミナール 体験型学習を通して青少年教

開 催 日：令和６年５月26日～令和７年１月26日 育の振興を図った。

参加状況：以下のとおり

実施回数 受講者

全10講座 ９回 151人

（３）こどもお楽しみ会 大型紙芝居等の体験を通し

開 催 日：令和６年12月22日 て、こどもへの読書の興味・関

場 所：中央公民館講堂 心の向上を図った。

参加者数：87人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ２ 成人教育事業 市民の学習ニーズに応え「自

Ⅰ 中央公民館 （１）むつ市民大学 ら学び・自ら運営する」ことを

（続き） 開 催 日：令和６年５月16日～令和７年２月６日 スローガンとして、公開講座、

参加状況：以下のとおり ゼミナールを実施した。

婦人学級においては、自主運

区 分 実施回数 受講者 営を基本に各種学習会を開催し

潤いと活気のある生涯学習の確

公開講座(講演会) 10回 422人 立を図った。

また、分館の自主運営を基本

各種講座(８ゼミ) 36回 275人 とした講座の開催を支援した。

計 46回 697人

（２）婦人学級（２学級(地区)）

開 催 日：令和６年４月～令和７年３月

場 所：中央公民館、各地区集会所等

回 数：計53回

参加者数：計465人

（３）地域づくり講座

開 催 日：令和６年７月８日、９月９日、11月10日

場 所：中央公民館若松町分館、大曲分館

回 数：計３回

参加者数：計35人

３ 社会教育団体等の育成支援事業 公民館で活動しているサーク

（１）第31回むつ市公民館まつり ルや関係団体による実行委員会

開 催 日：令和６年８月21日～８月24日 を組織し、公民館まつりを開

場 所：中央公民館 催。日頃の活動紹介・作品展示

参加団体：あしざき婦人学級他全27団体 及び体験教室を通し、文化活動

来場者数：計329人 の推進を図った。

また、女性団体の支援をする

（２）むつ市婦人体育まつり（むつ市連合婦人会主催） ことにより、女性の社会参加促

開 催 日：令和６年７月21日 進に貢献した。

場 所：むつマエダアリーナ

参加団体：婦人会10団体、福祉施設３団体

参加者数：計106人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ４ 生涯学習関連機関等との連携事業 下北地方公民館連絡協議会の

Ⅰ 中央公民館 （１）下北地方公民館連絡協議会事業 主催で開催し、むつ・下北地域

（続き） ①下北美術展「第74回児童・生徒の部」 の芸術文化の振興に寄与した。

・展 覧 会：令和６年８月３日～18日

（絵画・版画の部）

出品数 特選 準特選 佳作 入選

2,631点 42点 67点 136点 261点

（書道の部）

出品数 特選 準特選 佳作 入選

74点 7点 12点 11点 20点

②下北美術展「第55回高校・一般の部」

・展 覧 会：令和６年10月４日～14日

（絵画・写真・書道の部）

出品数 特別賞 奨励賞 努力賞

77点 10点 15点 4点

５ 公民館事業 社会教育法第22条第６号に､

（１）中央公民館利用状況 公民館の事業として、施設を住

（単位：回、人）
民の集会その他の公的利用に供

することが規定されている。

施設利用 生涯学習の拠点として、多様

室 名 な講座を開催するとともに、そ

回数 人数 れが契機となって自主的な学習

グループが多く育っており、そ

講 堂 187 5,888 れらの方々の活動拠点として積

極的な利用がなされている。

展 示 ホ ー ル 112 6,041 以下、各地区の公民館の利用

についても同じ効果が見込まれ

青少年研修室 166 1,379 るものである。

調 理 実 習 室 81 1,063

焼 物 室 122 761

高齢者研修室 170 2,204

婦 人 研 修 室 170 2,168

第 一 会 議 室 312 3,487

Ｉ Ｔ ル ー ム 11 57

合 計 1331 23,048
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 １ 青少年教育事業 講習会を通してねぶた囃子の

Ⅱ 川内公民館 （１）川内ねぶた囃子講習会 技能を修得するとともに、川内

開 催 日：令和６年７月17日、25日、31日、８月８日 ねぶたの伝承を意識し、郷土愛

場 所：川内公民館 を育てることを目的とする。

参加者数：計50人

２ 成人教育事業 市民の学習ニーズに対応した

（１）むつ市民大学（川内地区） 各種講座を開設、及びサークル

開催期間：令和６年４月23日～８月６日 活動の場を提供し、自己研鑽や

参加状況：以下のとおり 人と人とのふれあいを通して生

きがいのある地域づくりの振興

区 分 実施回数 受講者 を図った。

陶 芸 ゼ ミ ナ ー ル ８回 67人

（２）恐山西参道登山

開 催 日：令和６年10月12日

場 所：石倉（石倉林道から四体地蔵六体地蔵巡り）

参加者数：12人

３ 社会教育団体等の育成支援事業 趣味・教養講座やサークル活

（１）川内公民館まつり 動等の作品を市民の方々に観覧

開 催 日：令和６年10月26日 していただき、地域の芸術化の

場 所：川内公民館 振興を図った。

出展協力：１団体

来場者数：計380人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ４ 公民館事業

Ⅱ 川内公民館 （１）川内公民館利用状況

（続き）
（単位：回、人）

施設利用

室 名

回数 人数

大 集 会 室 43 1,327

談 話 室 13 130

応 接 室 2 17

小 会 議 室 0 0

研 修 室 13 200

会 議 室 7 38

視 聴 覚 室 53 525

調 理 室 28 267

ロ ビ ー 0 0

図 書 室 60 88

合 計 219 2,592

公 民 館 費 １ 青少年教育事業 子ども会活動への支援を通し

Ⅲ 大畑公民館 （１）少年団体協力事業 て児童の健全育成を図った。

大畑地区子ども会育成連合会への支援

子ども会が主催する各種行事へ積極的に支援した。

・大畑町子ども会冬季レクリエーション大会

開 催 日：令和７年１月26日

場 所：下北自然の家

参加者数：21人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ２ 成人教育事業 市民の学習ニーズに対応した

Ⅲ 大畑公民館 （１）むつ市民大学（大畑地区） 各種講座を開設及びサークル

（続き） 開 催 日：令和６年６月27日～令和７年２月26日 活動の場を提供し、自己研鑽や

参加状況：以下のとおり 人と人とのふれあいを通して

生きがいのある地域づくりの

区 分 実施回数 受講者 振興を図った。

大畑探訪 ３回 26人

（悠久の歴史を訪ねて）

陶 芸 教 室 ２回 11人

そ ば 打 ち 体 験 教 室 ２回 27人

べ こ も ち 教 室 １回 14人

合 計 ８回 78人

３ 社会教育団体等の育成支援事業 公民館教室の受講生及び

（１）大畑公民館まつり 公民館自主サークル、各文化

・舞台発表 団体、一般市民多数の参加を

開 催 日：令和６年10月19日、11月４日 いただき、学習活動の成果を

参加団体：３団体 展示、発表し、大畑地区市民の

来館者数：計213人 文化的意識の高揚及び今後の

・作品展示 活動の充実と活性化を図ること

開 催 日：令和６年10月19日～20日 ができた。

参加団体：12団体 大畑地区における子どもねぶた

来館者数：計311人 の囃子の技能の習得を図ると

合計来館者数：計524人 ともに、子ども会相互の連帯

意識と地域活性化、郷土愛の

（２）ねぶた囃子講習会 高揚を図ることができた。

開 催 日：令和６年７月29日～31日

参加者数：のべ116人

（３）大畑町子どもねぶた合同運行

開 催 日：令和６年８月４日

参加団体：８団体
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ４ 公民館事業

Ⅲ 大畑公民館 （１）大畑公民館利用状況

（続き）
（単位：回、人）

施設利用

室 名

回数 人数

集 会 室 320 4,824

会 議 室 87 878

調 理 室 21 163

和室１・２ 86 631

和 室 ３ 0 0

青 少 年 室 1 10

婦人・老人室 5 28

パソコン教室 0 0

視 聴 覚 室 39 641

合 計 559 7,175

５ 大畑地区公民館改修事業 災害発生時における避難所

（１）木野部地区公民館改修工事 機能の強化と、地域コミュニティ

屋根、軒天、天井ボードを改修し、水損部分の補修、畳の交換 施設の長寿命化を図ることが

を行うもの。 できた。

○総 事 業 費：15,636,000円

○令和６年度事業実績額： 1,646,700円

令和６年度に設計業務委託完了。本工事については入札不

調のため、工期を令和７年９月末として契約し、繰越明許費

を設定。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 １ 成人教育事業 市民の学習ニーズに対応した

Ⅳ 脇野沢公民館 （１）むつ市民大学（脇野沢地区） 各種講座を開設し、自己研鑽や

開 催 日：令和６年５月28日～令和７年２月３日 人と人とのふれあいをとおして

参加状況：以下のとおり 生きがいのある地域づくりの

振興を図った。

区 分 実施回数 受講者

郷 土 史 ３回 40人

健 康 教 室 ３回 29人

バ ル ー ン ア ー ト １回 10人

文化教室（料理） ３回 29人

計 10回 108人

２ 社会教育団体等の育成支援事業 趣味・教養講座やサークル

（１）脇野沢公民館まつり 活動等の作品を市民の方々に

開 催 日：令和６年11月２日～10日 観覧していただいて、地域の

場 所：脇野沢公民館 芸術文化の振興を図った。

出展団体：４団体

出展協力：１人

来場者数：計48人

３ 公民館事業

（１）脇野沢公民館利用状況

（単位：回、人）

施 設 利 用

室 名

回 数 人 数

和 室 １ 31 162

和 室 ２ 31 152

和 室 ３ 31 147

調理実習室 22 197

会 議 室 91 778

集 会 室 57 686

合 計 263 2,122
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

図 書 館 費 開館日数 ： 本 館 322日 利用者の図書館資料に対する

137,495,514 ： 川内分館 358日 需要に応えサービスの向上を

： 大畑分館 358日 図った。

： 脇野沢分館 358日

移動図書館車「ブックラン♪」の巡回 遠隔地域に対する図書館サー

運行期間：令和６年５月７日～12月６日 火～金 （120日稼働） ビスの一環として巡回（貸出・

開催場所：市内24ステーション 返却）し、読書の推進を図った。

利用人数： 2,981人

貸出冊数：10,054冊

利用状況の推移

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度

図 書 125,227冊 141,174冊 129,871冊

雑 誌 8,679冊 8,536冊 8,446冊

Ａ Ｖ 3,625冊 4,293冊 3,556冊

合 計 137,531冊 154,003冊 141,873冊

利用者数 33,550人 39,168人 37,850人

蔵書数の推移

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度

図 書 174,514冊 177,740冊 179,961冊

雑 誌 3,148冊 3,132冊 3,208冊

Ａ Ｖ 4,054冊 3,743冊 3,806冊

合 計 181,716冊 184,615冊 186,975冊

集会施設等の貸出 館内施設の貸出により図書館

集会室 ： 148回 利用人数：1,439人 の集会施設として市民活動の

会議室 ： 144回 利用人数： 866人 支援を図った。

視聴覚ホール： 15回 利用人数： 364人

展示ホール ： 20回 利用人数：2,099人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

文 化 振 興 費 重要文化財旧大湊水源地水道施設修理事業 75,456,796円 平成21年に有形文化財として

90,839,291 重要文化財に指定された沈澄池

平成25年度に策定した「重要文化財旧大湊水源地水道施設保存活 堰堤をはじめとする水道施設は､

用計画」に則り、国庫補助金を活用し修理工事を実施する。 水源池公園のシンボル的存在で

ある。

工事名：重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 今年度は、昨年度から継続し

（第三期 第一引入口ほか） て行っていた第一引入口にかか

重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 る工事は終了し、新たに甲水槽

（第三期 甲水槽ほか） の補修工事を令和７年度までの

委託名：重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 継続事業として開始した。

（第三期 第一引入口ほか）監理業務委託 これらの事業により、歴史的

重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 価値が高い文化財を次世代へ確

（第三期 甲水槽ほか）監理業務委託 実に継承すること及び自然災害

補助金：国宝重要文化財等保存整備費補助金 が発生した場合､その影響を最

小限に留めることができてい

［令和６年度］ る｡

○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事

（第三期 第一引入口ほか）

請負代金額 92,587,000円

工事期間 令和５年６月24日～令和７年３月27日

工事概要 石の積み直し、目地補修、笠石据え直し等

支払額 59,932,000円(５年度支払額：32,655,000円)

○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事

（第三期 甲水槽ほか）

請負代金額 21,670,000円（原契約24,420,000円）

工事期間 令和６年７月17日～令和８年３月６日

工事概要 甲水槽コンクリート補修、沈澄地笠石積み直

し、沈澄地土間コンクリート敷き、修理銘札設

置ほか

支払額 4,225,650円（出来形払い）

○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事

（第三期 第一引入口ほか）監理業務委託

委託金額 22,931,700円（原契約20,570,000円）

委託期間 令和５年７月22日～令和７年３月27日

委託概要 工事監理、現地調査、補修設計、資料作成等

支払額 10,450,000円(５年度支払額：12,481,700円)

○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事

（第三期 甲水槽ほか）監理業務委託

委託金額 13,616,900円

委託期間 令和６年９月26日～令和８年３月７日

委託概要 工事監理、現地調査、補修設計、資料作成等

支払額 356,400円（出来形払い）

○その他経費 492,746円

○補助金額 37,524,000円（補助率1/2）
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

下 北 自 然 の 家 下北自然の家指定管理事業 利用団体数、利用者延べ人数

管 理 費 ともに前年より減少となった。

92,413,640 ○利用者数 （単位：団体、人） 宿泊の利用延べ人数が前年度

から13％の減となった。

利用団体数 利用延べ人数

日帰り 118 1,876

市 内

宿 泊 22 1,477

日帰り 82 1,435

郡 内

宿 泊 10 633

日帰り 2 17

郡 外

宿 泊 10 605

日帰り計 202 3,328

計

宿泊計 42 2,715

合 計 244 6,043

○指定事業 29事業 利用者人数 延べ 615人

○自主事業 8事業 利用者人数 延べ 370人

○受入事業 110団体 利用者人数 延べ 4,427人

○そ の 他 利用者人数 延べ 631人

○指定管理 期 間 令和５年４月１日～令和８年３月31日

管理者 一般財団法人むつ市教育福祉振興会

管理料 91,207,000円

○使用料及び賃借料 ＡＥＤリース料 75,240円

○修 繕 製氷機修繕 211,750円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

地域文化・スポー 地域文化・スポーツクラブ推進事業 令和６年10月に実施した生

ツクラブ推進費 徒、保護者対象のアンケートの

189,477,498 【目的】 結果から、むつ☆かつの活動に

市内の中学生が学校に関わらず、充実した放課後の活動ができる 対して概ね満足しているという

ように、学校部活動の地域移行を進めるとともに、文化・スポーツ 様子がうかがえた。

活動の振興を図る。

【アンケート結果（抜粋）】

【概要】 ●生徒

令和５年度にむつ市地域文化・スポーツクラブ（愛称：むつ☆か Ｑ.むつ☆かつは楽しいか。

つ）を設立し、文化クラブ10種類、スポーツクラブ3種類を立ち上 Ａ.とても楽しい：49.3％

げた。令和６年度は新たに文化クラブ１種類、スポーツクラブ４種 Ａ.楽しい：38.7％

類を立ち上げクラブ運営を行った。（主な財源は、市負担金と利用 Ｑ.むつ☆かつに満足している

者の会費等） か。

Ａ.とても満足：44.0％

◎開設クラブ Ａ.満足：44.0％

○文化クラブ10（IT、学習、歌唱、家庭、ダンス、美術、ボード

ゲーム、野外活動体験、総合川内、吹奏楽） ●保護者

○スポーツクラブ７（サッカー、柔道、水泳、陸上、ソフトボー Ｑ.お子さんはむつ☆かつに満

ル、バドミントン、剣道） 足していると思うか。

◎活動場所 Ａ.とても満足：34.3％

○文化クラブ 下北文化会館、海と森ふれあい体験館 Ａ.満足：44.2％

○スポーツクラブ 田名部中学校、近川中学校、脇野沢中学校、 Ｑ.指導内容についてどう思う

運動公園、スイミングアローズむつ か。

◎活動日時 Ａ.とても満足：33.5％

○平日 月、火、木、金 Ａ.満足：46.3％

17：00～18：20

○週末 主に土曜日（大会等によって日曜も活動あり）

09：00～12：00

◎参加者

534名（文化クラブ：308名、スポーツクラブ：226名）

◎指導者

137名（地域:70名、教員:25名、他公務員:11名、市職:31名）

◎送迎バス

市内中学校と活動場所の間を運行

◎費用等

○利用者負担

・会費1,000円（１クラブにつき）/月

・むつ市就学援助費の支給対象者は会費免除
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

保 健 体 育 むつ市スポーツ協会補助金 8,453,000円 市民体育大会の開催や初心者

総 務 費 を対象とした市民スポーツ教室

307,804,578 （目的） を開催し、スポーツ振興を図る

むつ市におけるスポーツ団体等と地域住民に対し、スポー ことができた。

ツの推進・普及を図り、心身の健康の保持・増進による明る また、スポーツ少年団事業で

く豊かな市民生活の形成に寄与する。 は、スポーツ少年団フェスティ

（事業） バルを開催し、団の普及・育成

・市民体育大会、市民スポーツ教室の開催 を図ることができた。

・スポーツ団体等の強化育成及び連絡調整 さらに表彰事業では、スポー

・スポーツに関する功労賞等の表彰 ツ功労賞１人、スポーツ特別賞

・スポーツ少年団の普及及び育成に関すること ３人、スポーツ賞２人、スポー

（加盟団体） ツ奨励賞31人を表彰した。

31団体

青の煌めきあおもり国スポ・障スポむつ市実行委員会負担金 各競技団体や関係機関との連

9,747,000円 携を密に行い、円滑な大会運営

に向けた基盤を構築することが

「第80回国民スポーツ大会」及び「第25回全国障害者スポーツ大 できた。

会」の開催に向け、当市で開催される競技会を円滑に運営するため

に必要な準備を行うため、競技団体、関係団体、教育機関、行政等

により設立された実行委員会に負担金を支出した。

（事業）

・競技会場の設計業務

・先催県やリハーサル大会の調査研究

・大会の機運醸成及び広報、普及啓発活動

・各種会議（総会、常任委員会、各専門委員会）の開催

セーリング競技艇置場整備工事 192,775,000円 大会の円滑な運営に資する競

技施設の整備促進が図られると

第80回国民スポーツ大会セーリング競技における艇置場として、 ともに、大会終了後は、隣接す

むつマエダアリーナ南側市有地を整備した。 るスポーツ施設における大規模

（概要） イベント時の駐車場として活用

・請負代金額 192,775,000円 することができる。

・工 事 期 間 令和６年６月27日～令和７年３月21日

・工 事 概 要 アスファルト舗装（343艇分）、艇固定器具の設

置、照明灯の設置等

・補助金名称 令和６年度第80回国民スポーツ大会市町村競技

施設仮設等対応費補助金（県補助金）

・補 助 金 額 192,775,000円（補助率10/10）
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 校 保 健 費 学校医委託事業 14,703,400円 学校保健安全法第23条の規定

29,453,064 に基づき、産業医、学校医、学

①学校医 6,147,200円 校歯科医及び学校薬剤師を委嘱

児童生徒数400人以下 ＠226,000円×22人 し、学校における児童生徒及び

児童生徒数401人以上700人以下 ＠293,800円× 4人 教職員の健康の保持増進を図っ

児童生徒数701人以上 ＠339,000円× 0人 た。

②学校歯科医 4,099,200円

児童生徒数500人以下 ＠224,000円×17人

児童生徒数501人以上 ＠291,200円× 1人

③学校薬剤師 3,297,000円

＠157,000円×21人

④産業医 360,000円

教職員数50人以上 ＠360,000円×1人

⑤眼科耳鼻科医(川内・大畑・脇野沢検診) 800,000円

眼科医 ＠200,000円×1人＋＠100,000円×2人＝400,000円

耳鼻科医 ＠200,000円×1人＋＠100,000円×2人＝400,000円

学 校 給 食 費 北通地区学校給食業務委託 74,927,000円 大畑地区及び関根地区の小中

3,114,804,232 学校に加え、平成30年度から第

○委託業者 一般財団法人 むつ市教育福祉振興会 一田名部小学校への給食提供を

○委託期間 令和６年４月１日～令和７年３月31日 行っている。

○委託業務内容 安全安心な給食を提供する

（1）給食調理業務 ため、環境衛生の向上、自己研

（2）運搬業務 修等の実施による技術の向上に

（3）設備保安業務 努めた。令和７年３月31日をも

○対象校の年間給食数及び提供日数 って大畑給食センターは閉鎖と

（1）大畑地区 なる。

大畑小 37,098食 194日

正津川小 2,850食 189日

大畑中 21,074食 194日

（2）むつ地区

第一田名部小 64,858食 193日

関根小 10,334食 193日

関根中 7,596食 194日

むつ中 179食 179日
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 校 給 食 費 （仮称）むつ市防災食育センター建設事業 2,910,964,019円 平時は小中学校に給食を提供

（続き） し、災害発生時には防災機能を

・消耗品費（食器購入も含む） 86,456,993円 果たすことができる施設として

・役務費 827,978円 整備。自校式から切り替えた学

・委託料 15,423,980円 校については給食搬入口の改修

本体建設工事監理業務委託料 7,590,000円 を行うことにより安全な搬入が

本体建設工事設計意図伝達業務委託料 5,768,400円 図られた。

ネットワーク整備業務委託料 1,562,000円

給食用食器デザイン制作業務委託料 等 503,580円

・本体建設工事請負費（継続費） 2,665,018,000円

・備品購入費 143,057,068円

学校給食配送車両等 59,779,500円

什器備品（テーブル、チェア、平机等） 13,108,150円

学校給食用食缶（米飯用、汁物用等） 38,439,500円

学校給食用配膳台及び運搬台車 14,926,560円

厨房調理器具類 13,208,052円

電話機主装置 等 3,595,306円

・公課費 180,000円

体 育 施 設 むつ運動公園・むつ市釜臥山スキー場指定管理料 むつ運動公園及びむつ市釜臥

管 理 費 77,828,360円 山スキー場は、共に前年度利用

167,886,553 ・指定管理者 特定非営利活動法人むつ市スポーツ協会 者数と比べ利用者数は増加とな

※令和６年４月１日より特定非営利活動法人む った。令和６年度は公募時に見

つ市スポーツ協会へ名称変更 込んでいた全体利用予定者数

・指定管理期間 令和５年４月１日～令和10年３月31日 267,584人を下回る170,646人の

・指定管理料 76,152,000円 利用に留まったものの、老朽化

（電気料・燃料費高騰による指定管理料追加支 する施設を修繕しながら適正な

給額3,437,000円含む） 管理が図られた。

・施設利用者数 陸上競技場： 22,020人

野 球 場： 6,752人

テニスコート： 16,414人

スポーツ広場： 9,220人

ス キ ー 場：116,240人

・無線局再免許申請手数料 26,800円

・ＡＥＤリース料 300,960円

・むつ市釜臥山スキー場リフト利用料金収入補塡

1,348,600円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

体 育 施 設 大畑中央公園指定管理料 49,979,548円 テニスコート以外の各運動施

管 理 費 設は前年度と比較して利用者が

（続き） ・指定管理者 一般財団法人むつ市教育福祉振興会 増加したが、公募時に見込んで

・指定管理期間 令和５年４月１日～令和８年３月31日 いた利用予定者数12,700人を下

・指定管理料 49,849,000円 回る10,853人の利用となった。

（電気料・燃料費高騰による指定管理料追加支 指定管理者は自主事業において

給額1,046,000円含む） スポーツ教室等を開催し、利用

・施設利用者数 陸上競技場：2,693人 促進につなげている。

野 球 場：2,298人

テニスコート： 88人

プ ー ル：5,774人

・ＡＥＤリース料 130,548円

おおみなと臨海 ウェルネスパーク・アリーナ指定管理料 215,800,000円 むつ市ウェルネスパーク及び

公 園 管 理 費 むつマエダアリーナ共に前年度

231,648,624 ・指定管理者 山内土木株式会社 と比較して利用者が増加し、令

・指定管理期間 令和４年４月１日～令和７年３月31日 和６年度は公募時に見込んでい

・指定管理料 215,421,000円 た両施設の合計利用予定者数

（電気料・燃料費高騰による追加支給額 185,246人を大きく上回り、

15,543,000円含む） 329,292人の利用者数となっ

・施設利用者数 むつ市ウェルネスパーク：159,201人 た。

むつマエダアリーナ：170,091人 要因としては、ジオパーク全

国大会、各種スポーツ大会やス

・無線局再免許申請手数料 77,050円 ポーツ教室の会場となったこと

・ネーミングライツ導入に伴う施設名変更手数料 301,950円 で利用者が増加したものであ

る。
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１０．諸支出金部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 営 企 業 費 各公営企業に対し負担金、補助金及び出資金を支出した。 各公営企業の運営が円滑にな

5,612,127,621 された。

下北医療センター負担金等 2,096,473,964円

施設別内訳

○むつ総合病院 1,492,841,000円

・救急医療の確保に要する経費 178,273,985円

・保健衛生行政事務に要する経費 27,274,286円

・医師の研究、研修経費 19,318,680円

・医師の派遣を受けることに要する経費 128,714,796円

・一時借入金支払利息分 3,767,928円

・共済追加費用の負担に要する経費 29,256,580円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 119,571,463円

・病院運営に要する経費 5,796,000円

・児童手当に要する経費 29,027,000円

・建設改良費のための企業債利息分 7,816,413円

・不採算地区病院の運営に要する経費 17,561,000円

・高度医療に要する経費 43,426,477円

・リハビリテーション医療に要する経費 57,914,698円

・小児医療に要する経費 104,101,438円

・感染症医療に要する経費 3,472,992円

・精神病院の運営に要する経費 132,464,955円

・当年度建設改良事業の一般財源分(出資含む) 134,979,337円

・建設改良費のための企業債元金分 288,702,972円

・看護師等修学資金の貸与に関する経費 21,400,000円

・債務負担行為を設定した負担金に係る繰出金 140,000,000円

○川内診療所 115,793,000円

・医師の研究、研修経費 33,618円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 1,752,599円

・追加費用の負担に要する経費 490,176円

・建設改良費のための企業債利息分 281,249円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 98,688,358円

・当年度建設改良事業の一般財源分 2,643,000円

・建設改良費のための企業債元金分 11,904,000円

○大畑診療所 178,155,000円

・一時借入金支払利息分 77,412円

・建設改良費のための企業債利息分 8,291,780円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 55,923,148円

・当年度建設改良事業の一般財源分 9,295,500円

・建設改良費のための企業債元金分 104,567,160円

○脇野沢診療所 35,456,000円

・医師の研究、研修経費 291,620円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 1,021,474円

・建設改良費のための企業債利息分 20,889円

・追加費用の負担に要する経費 260,006円

・児童手当に要する経費 180,000円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 32,452,011円

・建設改良費のための企業債元金分 1,230,000円

○むつリハビリテーション病院 274,228,964円

・一時借入金支払利息分 40,249円

・病院運営に要する経費 196,052,599円

・建設改良費のための企業債利息分 4,854,267円

・当年度建設改良事業の一般財源分 626,630円

・建設改良費のための企業債元金分 72,655,219円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 営 企 業 費 水道事業会計負担金及び補助金 216,584,000円

（続き） ・消火栓維持管理費 1,479,000円

・消火栓新設工事費 7,517,000円

・統合水道に係る統合前の

簡易水道の建設改良に要する経費 115,537,000円

・統合水道に係る統合後に

実施する建設改良に要する経費 54,388,000円

・その他の建設改良事業に係る企業債償還元利金 35,346,000円

・地方公営企業職員に係る児童手当及び関根地区

濁水対応に要する経費 2,317,000円

下水道事業会計負担金及び補助金 799,000,000円

・高資本費対策に要する経費 143,308,000円

・臨時措置分に係る下水道事業債元利償還金 36,557,000円

・児童手当に要する経費 320,000円

・資本的収支財源不足分 422,708,000円

・下水道事業営業助成金 196,107,000円

（単位：円、％）

比 較

区 分 令和６年度 令和５年度 増減額 増減率

決算額 決算額 Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ×100

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

下北医療センター負担金等 2,096,473,964 2,257,861,573 ▲161,387,609 ▲7.1

むつ総合病院 1,492,841,000 1,687,054,912 ▲194,213,912 ▲11.5

川内診療所 115,793,000 111,525,000 4,268,000 3.8

大畑診療所 178,155,000 166,400,000 11,755,000 7.1

脇野沢診療所 35,456,000 32,443,000 3,013,000 9.3

むつリハビリテーション病院 274,228,964 260,438,661 13,790,303 5.3

水道事業会計負担金、補助金 216,584,000 218,762,086 ▲2,178,086 ▲1.0

下水道事業会計負担金、補助金 799,000,000 773,997,000 25,003,000 3.2
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